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島⽥市⻑ 染谷絹代
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島⽥市の概要
平成17年5月5⽇に、旧島⽥市と旧⾦谷町が合併し、新しく島⽥市が
誕生しました。
その後、平成20年4月1⽇、島⽥市は川根町と合併しました。

面 積 ３１５.７０平方ｷﾛﾒｰﾄﾙ（県内６番目）
人 口 １００,６４６人（H27.3.31現在）
⾼齢化率 ２８.６％
合計特殊出生率 １.５１（H20〜24）

大井川の豊かな水源を生かした木材関連産業や
紙・パルプ、精密機械製造を軸に発展した。
富士山静岡空港、東名、新東名、国道１号
など広域交通の機能も充実。
お茶の産地であるが、ギネス認定の蓬莱橋や
トーマスの走る大井川鉄道など観光資源も
話題となっている。
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我が国の少子化の状況 （H27.3.20 少子化社会対策大綱）

我が国の出生数は、

・第２次ベビーブーム期の昭和40年代後半には、年間200万人
・2014年の出生数（推計）は、100万1,000人と過去最少

年間の自然増減数（推計）も26万8,000人の自然減

・2060年には、⾼齢化率が約４割に達すると推計

現在の少子化の状況は、我が国の社会経済の根幹を揺るがしか
ねない危機的状況にある。
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婚姻件数及び婚姻率の年次推移
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我が国の少子化の状況



都道府県別の状況

都道府県別の合計特殊出生率の⽐較では、沖縄県が
１.９４で１番⾼く、東京都が１.１３で１番低い。

合計特殊出生率の低下
東京都１.１３では

５０組 １００人から 子ども約５６人
子供世代 ２８組 ５６人 子ども３２人
孫 世 代 １６組 ３２人 子ども１８人
曾孫世代 ９組 １８人 子ども１０人

5

合計特殊出⽣率1.13とは？
現在100人いる人口が
曾孫世代では10人に減ってしまう

東京
1.13

静岡
1.53

沖縄
1.94
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都道府県別の状況都道府県別にみた出⽣順位ごとの出⽣率推計値
（2013年）
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都道府県別の状況都道府県別にみた出⽣順位ごとの⺟の平均年齢
（2013年）

島⽥市の状況
島⽥市では、平成１５年に制定された「次世代育

成支援対策推進法」に基づき、平成１７年３月
に「次世代育成支援島⽥市⾏動計画」を策定
し、少子化の流れを変えるために、積極的に取組ん
できました。

この１０年間は、団塊ジュニアが出産年代となっ
たことで、少子化の進⾏が⽌まったように⾒えまし
たが、今後は加速度的に少子化が進⾏するこ
とが危惧されます。
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島⽥市では、
第２子の出
産の割合が
⾼く、第２
子を産みや
すい環境で
です。
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島田市の状況
H24年 都市別出⽣順位ごとの出⽣数の割合

牧之原市、吉
⽥町では、20
代前半の出生
割合が⾼い！
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晩婚化の傾向が顕著！

島田市の状況
H24年 都市別年代別出⽣割合



さらなる課題は、未婚率の上昇
少子化対策として、島⽥市では、

①若い年代での結婚、出産を奨励・支援
②第３子以降の出産の経済的支援

していきます。

しかし、最大の課題は、未婚率の上昇！
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島田市の状況
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島田市の状況

⽣涯未婚率の年次推移



「しまだ子ども未来応援プラン」基本理念
子育てしやすいまち

パパ・ママが住みたくなるまち
子育て応援都市 島田

○子どもの幸せを第⼀に考え、子どもの利益が最大限に尊重され
るよう子どもをまんなかにした子育てを考える。

○子どもの健やかな育成のために親自身が子育てについて学び、
成⻑していくことができるよう、「親⼒の育成」を推進する。
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国の示した子育て基本施策
島⽥市子ども・子育て支援事業計画に定めた
教育・保育事業 及び 地域子ども・子育て支援事業

教育・保育事業
（１）教育事業

（幼稚園、認定こども園）
（２）保育事業

（保育所、認定こども園等）
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地域子ども・子育て支援事業（14事業）
（１）放課後児童健全育成事業（放課後児童ｸﾗﾌﾞ）
（２）時間外保育事業
（３）⼀時預かり事業
（４）病児・病後児保育事業
（５）子育て援助活動支援事業

（ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ）
（６）地域子育て支援拠点事業

（地域子育て支援ｾﾝﾀｰ）
（７）利⽤者支援事業（子育てｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ）
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国の示した子育て基本施策

地域子ども・子育て支援事業（14事業）
（８）乳児家庭全⼾訪問事業（赤ちゃん訪問）
（９）養育支援訪問事業
（10）要保護児童対策地域協議会による要保護児童に

対する支援事業
（11）妊婦健康診査事業
（12）実費徴収に係る補足給付を⾏う事業
（13）子育て短期支援事業
（14）多様な主体が本制度に参⼊することを促進する

ための事業
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国の示した子育て基本施策



島田市の少子化対策

(1) 婚姻率を⾼める
⻑泉町の婚姻率7.1

島⽥市の婚姻率4.6
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(2) 結婚年齢を下げる

医学的な妊娠適齢期は、20代なかば
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島田市の少子化対策



(3) 第3子以降の出産を促進する
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島田市の少子化対策

(4) 企業における結婚・出産・
子育てを支援する
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島田市の少子化対策



(5) 保育所・放課後児童クラブの
待機児童を解消する

待機児童
保育所 11人（４月時点）
放課後児童クラブ 1３人（５月時点）
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島田市の少子化対策

島田市の特色ある子育て支援策
実施している事業

(1) 地域子育て支援センター（第⼀保育園内）による
多彩な交流事業

◆アラフォーマミーズの会
◆アラフォーダディーズの会

・30代後半〜40代の親子の交流の会

・参加人数：マミーズの会68人
ダディーズの会８人
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◆外国人ママの会
・⺟国を離れて島⽥市で子育てをしている親子の交流の場
・参加国名及び人数：中国26人、フィリピン９人、タイ２人、

パキスタン２人、その他メキシコ、韓国、インドネシア、
コロンビア等（平成19年度から）
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実施している事業

◆県外出身ママの会
・県外出身の島⽥市で子育てをしている親子の交流の場

・北海道から沖縄県まで
出身地さまざま

・参加人数：112人
（平成23年度から）
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実施している事業



(2) 子育てコンシェルジュの業務拡大
・ワンストップサービスにより、子育ての悩み等の相談を

受け、解決に向けて寄り添っていく
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実施している事業

(3) 子育て支援ネットワーク運営事務
・⺠間主体の自主的ネットワーク 参加団体：86団体
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実施している事業



(4) 子育てカフェの開催
・子育て世代の方たちの「生の声」を聴きます

27

実施している事業

(5) 地域おせっかい人養成
・結婚、子育て支援と団塊世代の生きがいづくり
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実施している事業



(6) 子育てカレンダーによる情報発信事業
・今⽇の子育てイベントが直ぐに分かる
・預けたい相談したい他の子育て支援情報が分かる
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実施している事業

(7) つどいの広場
・市内8箇所
・対象者：0〜3歳児の親子とその家族
・月1回以上の活動 10万円の交付⾦
・参加人数： 年間約2,700人
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実施している事業



(8) 育児サポーター派遣事業
・育児経験のある保育士等が

家庭を訪問し、育児支援（相
談）を実施する

・対象者：妊娠期間中及び
出産後180⽇までの人

・利⽤時間（1回2時間以内）：
妊娠期間 計10時間
出産後 計30時間

・利⽤延べ件数：約360件／年
・利⽤料：無料
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実施している事業

(9) 重症心身障害児童家庭支援
・重度障害児童のいる家庭に育児サポーターを派遣する
・看護師と保育士がチームを組んで訪問する
・利⽤時間（1回2時間以内）：利⽤回数の制限なし
・利⽤実績：1件6回

（平成26年度）
・利⽤料：無料
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実施している事業



(10) こども館運営事業
○プレイルーム「ぼるね」

・最新体育理論に基づく安全な遊具を
備えている

・利⽤時間：2時間の⼊れ替え制
・利⽤料⾦：未就学児 無料

小学生、市内大人100円 安い!!
市外大人 200円

○活動室：児童館的機能を備えている
利⽤料⾦無料

○年間⼊館者数：約147,000人
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実施している事業

(11) 発達支援コーディネーター養成事業
・幼稚園、保育所等に発達支援の核となる保育士の養成
・児童の発達に合わせた療育の充実
・学校と幼稚園、保育所等との橋渡し役の育成
・年１０回開催
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実施している事業



(12) 公⽴保育園と⺠間保育園の保育士の交流
・保育士の資質向上と、官⺠による保育の違いを

現場で経験
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実施している事業

(13) 茶期⼀時保育事業（地域色を生かした保育）
・茶農繁期の⽇曜、祝⽇（ゴールデンウイーク）に実施
・利⽤料1,800円／⽇
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実施している事業



(14) 特定不妊治療費助成
・国の制度に先駆け、平成15年度から実施
・県内トップクラスの助成内容

助成限度額： 50万円／年 ５年間
限度額内自⼰負担なし

不妊メンタルケアサポーター配置
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実施している事業

平成27年度の新規事業
(1) マイ支援センター制度の開始

・市内10ヵ所設置
・対象者：子育て中の親子＋初妊婦を

新たに対象
・「子育ての掛かり付け医」のような

役割
・初妊婦に対し⺟子手帳の交付時に

説明及び登録
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(2) 結婚支援事業
・出会い、結婚の動機づけ

パンフレット制作
・出会い⼒の創造
・出会いの場の提供

(3) 島⽥市子育て情報専門サイト
の開発事業
・子育て情報の総合的な窓口
・利⽤者の「知りたい」「相談

したい」「つながりたい」に
応じる
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平成27年度の新規事業

(4) 企業内子育て環境アップ事業
（商工課）

・育児休業を取得した男性と企業
を対象

・奨励⾦を交付
・男性へは⾦券
・労働者、企業とも

5,000円×⽇数（上限10万円）
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平成27年度の新規事業



41 次世代育成支援に取組んで１０年！

社会経済情勢の変化の中で、私たちを取り巻
く子育ての質も劇的に変化してきている！

求められる支援も変わって
きている。
・⾏政だけではダメ
・企業の協⼒が重要
・親⼒の育成が必要

まとめ
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パパ・ママが住みたくなるまち島田を目指して

10年前と現在は、社会情勢も、トレンドも、
市⺠ニーズも全く違う

新しい価値観の創造を！

まとめ


